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庁 舎 整 備 工 事 に 着 手 し ま し た

　市庁舎の整備工事は、大成建設㈱千葉支店と4月1日に仮契約
を締結し、臨時議会において同社との契約締結について可決さ
れました。
　工事期間中は庁舎および保健福祉センターの出入りなどに不
便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
■問　管財契約課庁舎建設準備室　内線3341・2

庁
舎
整
備
の
必
要
性

　
現
市
役
所
本
庁
舎
は
、
旧
耐
震
基

準
に
基
づ
き
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

耐
震
性
能
が
不
足
し
て
い
る
ほ
か
、

外
壁
や
機
械
設
備
の
老
朽
化
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
I
C
T
（
*
用
語
解

説
参
照
）
な
ど
建
設
後
の
社
会
環
境

の
変
化
へ
対
応
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提
供
で
き
る
環

境
整
備
、
地
域
の
防
災
・
防
犯
拠
点 

と
し
て
の
機
能
も
備
え
た
新
庁
舎
の

整
備
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
平
成
23
年
度
に
設
置
し
た
白
井
市

役
所
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
か
ら
は
、

整
備
が
急
が
れ
る
こ
と
、
ま
た
整
備

手
法
と
し
て
は
、「
減
築
+
新
築
」

案
が
有
力
で
あ
る
旨
の
提
言
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
各
種
調
査
検
討 

を
進
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
市

議
会
議
員
、
有
識
者
、
公
募
市
民 

ら
に
よ
り
新
た
に
白
井
市
庁
舎
建

設
等
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討

を
進
め
、
平
成
26
年
4
月
に
「
白
井 

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
基
本
計
画
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
や
、
よ
り
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
、平
成
27
年
3
月
に「
白

井
市
庁
舎
整
備
基
本
設
計
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

庁
舎
整
備
実
施
設
計
の

経
緯

①
基
本
設
計
を
受
け
て
、
実
施
設
計

に
お
い
て
は
、
建
設
物
価
の
高
騰
が 

続
い
て
い
る
ほ
か
、 

早
期
に
庁
舎
整

備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と 

か
ら
、
建
設
費
の
削
減
と
工
期
の
短 

縮
を
目
指
し
、
新
た
な
契
約
方
式
と

し
て
E
C
I
方
式
*
（
施
工
予
定
者

技
術
協
議
方
式
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

②
E
C
I
方
式
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
技
術
提
案
を
求
め
る
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、
実
施
設

計
技
術
支
援
者
（
以
下
、
施
工
予
定

者
）
と
し
て
、
大
成
建
設
㈱
千
葉
支

店
を
選
定
し
ま
し
た
。

③
市
、
設
計
者
、 

施
工
予
定
者
の
三

者
に
よ
り
組
織
し
た
「
白
井
市
庁
舎

整
備
実
施
設
計
技
術
協
議
会
」
を
定

期
的
に
開
催
し
、
施
工
予
定
者
か
ら

の
技
術
提
案
や
V
E
*
提
案
等
の
採

否
を
検
討
し
、
実
施
設
計
を
ま
と
め

ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

　
実
施
設
計
図
書
に
よ
る
施
工
予
定

者
の
見
積
り
が
、
市
が
決
定
し
た
工

事
予
定
価
格
の
範
囲
内
で
あ
っ
た 

こ
と
か
ら
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

■
工
事
請
負
者
　
大
成
建
設
㈱ 

千

葉
支
店

■
契
約
金
額

　
44
億
1
、
7
2
0
万

円
（
税
込
み
）

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

　
平
成
28
年
4
月
12
日
か
ら
庁
舎
整

備
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
仮
囲
い
の
設
置
や
既
存
倉
庫
な
ど

の
撤
去
工
事
か
ら
始
ま
り
、
平
成
29

年
4
月
ま
で
に
新
築
棟
を
建
設
し
ま

す
。

　
市
役
所
機
能
を
新
築
棟
に
移
転 

し
た
後
、
平
成
29
年
5
月
か
ら
現
庁

舎
の
減
築
改
修
工
事
を
行
い
、
平 

成
30
年
5
月
に
全
庁
開
庁
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

北側鳥
ちょうかん
瞰完成イメージ

基本設計からの主な変更内容
新築棟の構造形式を変更しました

　建設工事費削減のため、鉄骨造から混合鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）

に変更しました。高騰している鉄骨の使用量を削減し、同時に工期を短縮し

ます。

南エントランス周り完成イメージ

　減築改修棟
（現庁舎を減築改修）

現保健福祉センター新築棟

～工期は4月12日から平成30年3月末～

庁
舎
整
備
実
施
設
計
を
策
定

  

基本設計（鉄骨造） 実施設計（混合鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造）

鉄骨柱

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ

鉄骨梁

中央鉄骨梁

耐震壁

複合構造梁

鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

端部 鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ梁

鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ梁
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庁舎整備の基本方針

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

①市民を守る防災・防犯拠点としての庁舎
②全ての利用者にやさしい庁舎
③個人情報、行政情報のセキュリティーを強
化した庁舎
④効率的で働きやすい庁舎
⑤市民の声が集約される議会機能を確保した
庁舎
⑥市民協働・市民活動に配慮した庁舎

⑦市のシンボルとして市民が親しみをもてる
白井市らしい庁舎
⑧環境に配慮した庁舎
⑨市民の親しみと良好な職場環境が経済的
に持続可能（サスティナブル *）な庁舎
⑩未来を見据え、変化にフレキシブル（柔軟）
に対応できる庁舎

建築概要

【新築棟】 
・延べ床面積　4,607.64㎡ 
・構造　混合鉄筋コンク
リート造（一部鉄骨造）
・階数　地上４階
【渡り廊下】
・延べ床面積　57.60㎡ 
・構造　鉄骨造
・階数　地上2階

【減築改修棟】 
・延べ床面積　5,860.20㎡ 
・構造　鉄骨鉄筋コンク
リート造（一部鉄骨造）
・階数　地上4階、地下１階
【なし棚コリドール*】 
・延べ床面積　135.45㎡
・構造　鉄骨造
・階数　地上1階

北側駐車場から望む外観イメージ

新築棟窓口周りイメージ

新築棟市民ホールイメージ

バリアフリー
（1）多目的トイレ
　車いす利用対応およびオストメイト対応の多目的トイレを各階に設けまし
た。
（2）ハンディキャップ用駐車場
　全てのエントランス付近にハンディキャップ用駐車場を設け、ハンディ
キャップのある人の移動距離を短くしました。（現状6台⇒12台）
（3）誘導支援設備
　視覚障害のある人に各エントランスの位置を知らせる音声案内設備を設け
ます。
　聴覚障害のある人に火災情報を知らせる光警報装置を各トイレ内に設けま
す。
（4）難聴者支援設備
　議場の傍聴席に磁気ループシステム*を設け、補聴器を利用している人に
も傍聴しやすい環境としました。

防災・防犯・環境
（1）防災計画
•万が一の浸水や地震に備え、高圧受変電設備、災害対策関連諸室は、新築
　棟の2階以上に設けます。
•新築棟、減築改修棟とも防災拠点として必要な耐震安全性（重要度係数　
　1.25*）を確保し、サーバー室、防災設備室、防災無線室に免震床を採用
　します。
•建物内外の仕上材や設備についても必要な耐震安全性能を確保するととも
　に、家具や事務機器の転倒についても十分な対策を施します。
（2）防犯機能の強化
•防犯機能の強化および運転免許証の住所変更手続きなど、利便性向上を図
　るため（仮）印西警察署分庁舎を設置します。

•庇による日射制御
•高断熱ガラスの採用
•自然採光、通風の活用
•LED照明、センサーの導入
•雨水再利用

•太光発電の設置（10kw）
•簡易BEMS*の導入

（3）環境配慮計画

省エネルギー

エネルギーマネジメント
システム

創エネルギー

　市民協働・市民活動を推進するために、市民活動推進センターや多目
的スペース「市民ギャラリー」などを設置します。

市民協働・市民活動

庁舎の特徴
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【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
】「
情
報
通
信
技
術
」
の
略
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
連
す
る
諸
分
野
に
お
け
る
技
術
・

産
業
・
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
総
称
。

【
E
C
I
】
ア
ー
リ
ー
・
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
略
。

設
計
段
階
か
ら
施
工
者
が
参
画
し
、

設
計
者
と
の
協
働
に
よ
り
、
施
工
者

が
持
つ
優
れ
た
技
術
、
特
許
、
V
E

な
ど
の
技
術
提
案
を
設
計
に
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
実
な
工
事
施

工
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
契
約
方
式
。

【
V
E
】
バ
リ
ュ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
の
略
。
品
質
を
下
げ
な
い
で

コ
ス
ト
を
低
減
す
る
代
替
案
を
提
案

す
る
。
ま
た
は
、
コ
ス
ト
を
上
げ
な

い
で
品
質
が
よ
り
以
上
の
も
の
を
求

め
る
こ
と
。

【
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
】 「
持
続
可
能

な
」
と
い
う
意
味
。
将
来
の
環
境
や

次
世
代
の
利
益
を
損
な
わ
な
い
範
囲

内
で
社
会
発
展
を
進
め
よ
う
と
す
る

理
念
。

【
磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
】
床
下
に

ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
を
埋
設
、
配
管
し

音
響
信
号
を
磁
気
ル
ー
プ
専
用
ア
ン

プ
を
通
し
て
誘
導
磁
波
を
発
生
さ
せ
、

こ
れ
を
、
補
聴
器
、
ま
た
は
専
用
受

信
機
で
増
幅
し
イ
ヤ
ホ
ン
で
そ
の
音

だ
け
を
直
接
、
聴
く
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
。

【
重
要
度
係
数
】
建
物
の
用
途
に
よ

り
、
一
般
の
建
物
よ
り
耐
震
性
能
を

割
り
増
す
必
要
が
あ
る
場
合
の
割
増

係
数
。

【
コ
リ
ド
ー
ル
】
建
物
の
各
部
を
つ

な
ぐ
回
廊
、
廊
下
、
通
路
。

【
簡
易
B
E
M
S
】
設
備
や
機
器
の

運
転
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
デ
ー
タ

を
蓄
積
・
解
析
し
、
効
率
よ
く
制
御

す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

最
適
化
、
低
減
を
図
る
シ
ス
テ
ム
。

*

用

語

解

説

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平面計画
（１）合理的なゾーニング

•市民の利用頻度が高い窓口部門や、市民活動関連諸室は 1、2階　  
　に配置しました。
•災害対策関連諸室は新築棟 2階に集約配置し、その真上に特別　
　職室を配置することで災害時のスムーズな連携を可能にしました。
•議場および議会関連諸室は、4階にワンフロアにまとめて配置し、
　議会運営、セキュリティー管理を容易にしました。
（２）わかりやすい動線

•階段、エレベーターをバランスよく配置し、シンプルな平面計　
　画とすることにより、わかりやすい動線計画としました。

（３）機能的な各課等配置

•各課の情報共有や連携に配慮した配置計画としました。

誰もが利用しやすい庁舎 各フロアの配置図

減築改修棟エントランスホールイメージ

平成30年5月
全庁開庁

平成28年度 平成29年度 平成30年度

新築棟

減築改修棟

█工事スケジュール

議場 議会事務局
議会関連諸室

監査委員事務局

議会

災害対策関連
環境建設部

市民経済部

総務部

窓口部門

教育委員会

大･中委員会室

収税課
課税課

建築宅地課 道路課
上下水道課

都市計画課
環境課

市民課保険年金課

市民ホール１階

地下１階

新築棟 減築改修棟

２階

３階

４階

特別職室
（市長室･副市長室）

企画政策課
管財契約課

秘書広報課
総務課

教育長室
教育総務課

(仮 ) 印西警察署分庁舎

倉庫など

市民活動支援課
市民安全課 ( 防犯 )

会計課
福祉関係課

情報コーナー
多目的スペース

市民活動推進センター
売店・軽食コーナー

行政経営
改革課

財政課
情報管理課

教育
センター室

生涯学習課
学校教育課

市民活動関連

商工振興課
農政課農業委員会

会議室 ( 災害対策室 )
市民安全課 ( 防災 )

工事の仮囲いに幼稚園、保育園、小・中学校、
高校の絵画を展示
　工事現場の仮囲いに市内の幼稚園、保育園、小・中学校、高校の
園児、児童、生徒の皆さんが「未来の白井市」をテーマに制作した
絵画を展示します。
　ぜひ、皆さんの作品をご覧ください。
展示期間　平成28年6月下旬～平成29年3月下旬（予定）

█配置図

なし棚コリドール
2つのエントランスをつ
なぎ、バス停機能を兼ね

るコリドール

陽だまり広場
日当たりの良い憩い
のスペース

※北側駐車場については将来
の計画図となっており、今回
の工事では整備しません。



　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
に
保
険
税
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
万
が
一

病
気
や
け
が
を
し
た
時
に
そ
の
医
療

費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
誰

も
が
安
心
し
て
必
要
な
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
相
互
扶
助
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

表2　制度改正　低所得者の軽減対象世帯の拡大
5割軽減基準

改正前 基礎控除額33万円＋（26万円×被保険者数）
改正後 基礎控除額33万円＋（26.5万円×被保険者数）

2割軽減基準
改正前 基礎控除額33万円＋（47万円×被保険者数）
改正後 基礎控除額33万円＋（48万円×被保険者数）

表1　国保税率と賦課限度額

区分 医療分 支援分 介護分
所得割（率） 7.03㌫ 2.1㌫ 1.42㌫
被保険者別均等割 26,300円 4,300円 11,400円
世帯別平等割 30,300円 ― ―
賦課限度額
（　）内は27年度分

540,000円
（520,000円）

190,000円
（170,000円）

160,000円
（160,000円）

※国保税は、医療・支援・介護分の合算額で年齢により保
険税の内訳が異なります。医療・支援分は加入者全ての人
が対象で、介護分は40 ～ 64歳の人が対象です。

◆
国
保
税
の
内
訳
と
制
度
改
正

　
平
成
28
年
度
は
、
低
所
得
者
の
軽

減
対
象
世
帯
の
拡
大
と
国
保
税
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
内
訳
と
制
度
改
正
は
表
1
、
2
の

と
お
り
で
す
。

◆
国
保
税
の
納
付

　
国
保
税
は
、
普
通
徴
収
と
特
別
徴

収
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

【
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
該
当
者
を
除
く
） 

】 

　「
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
」
を
7
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。

第
1
期
の
納
付
期
限

　
8
月
1
日
㈪

◆
口
座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す

　
国
保
税
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た

め
に
、
一
度
の
手
続
き
で
簡
単
・
便

利
に
納
付
で
き
る
口
座
振
替
を
利
用

Q
　
大
学
生
の
娘
が
就
職
前
に
レ
ー

ザ
ー
脱
毛
を
し
た
い
と
言
い
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
探
し
て
い
る
。

　
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
は
ど
う
い
う
も
の

か
、
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
か
な
ど
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
50
歳
代
・
女
性
）

A
　
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行
う
レ
ー
ザ
ー

脱
毛
は
、
医
師
の
診
断
に
よ
る
医
療

行
為
で
、
医
療
用
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る

毛
根
を
熱
変
性
さ
せ
る
永
久
脱
毛
の

こ
と
で
す
。

　
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
で
よ
く
あ
る
危
害

に
は
、
施
術
後
の
や
け
ど
や
か
ゆ
み

な
ど
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

体
質
に
よ
り
、
レ
ー
ザ
ー
の
照
射
レ

ベ
ル
や
時
間
の
調
整
が
適
切
で
な

か
っ
た
り
、
施
術
前
の
診
断
や
術
後

の
ケ
ア
が
不
十
分
な
ど
の
技
術
的
な

問
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
医
療
行
為
で
あ
る
以
上
、
問
診
や

診
察
、
診
断
、
リ
ス
ク
の
説
明
、
施

術
、
術
後
管
理
の
一
連
の
流
れ
が
医

師
の
監
督
の
も
と
、
き
め
細
か
く
行

わ
れ
る
こ
と
が
重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
術
の
多
く
は
複
数
回
通

医
療
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
の
ト
ラ
ブ
ル

　
〜
契
約
は
十
分
な
説
明
を
受
け
て
か
ら
慎
重
に
〜

院
す
る
長
期
契
約
で
、
エ
ス
テ
の
よ

う
な
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
や
中
途

解
約
の
規
定
が
な
く
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

毎
に
対
応
が
違
う
な
ど
解
約
に
関
わ

る
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。「
予
約

が
い
つ
も
一
杯
で
取
れ
な
い
」「
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
突
然
閉
鎖
し
た
」
と
い

う
困
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
大
学

卒
業
ま
で
に
施
術
を
終
わ
ら
せ
た
い

な
ど
の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ

が
可
能
か
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
予
測
で
き
な
い
事
態
に
柔
軟
に

対
応
し
て
も
ら
え
る
か
も
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
で
す
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
価
格
だ
け
で
な
く
、

十
分
な
知
識
と
技
術
が
あ
り
、
安
心

し
て
通
え
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
選
び
、

施
術
内
容
な
ど
を
契
約
前
に
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
美
容
医
療
の
ト
ラ
ブ
ル
は
医
療
相

談
機
関
の
公
益
社
団
法
人
日
本
美
容

医
療
協
会
　
☎
0
3
（
3
2
3
9
）

9
7
1
0
で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。

問
　
商
工
振
興
課
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

　
内
線
3
2
9
4
（
毎
週
月
〜

金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
199

し
ま
せ
ん
か
。

　
口
座
振
替
の
開
始
は
、
届
け
出
か

ら
通
常
2
カ
月
ほ
ど
掛
か
り
ま
す
。

第
1
期
か
ら
口
座
振
替
を
希
望
す
る

場
合
は
、
今
月
中
に
金
融
機
関
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
　

　
次
の
全
て
を
持
参
し
、
口
座
振
替

を
希
望
す
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
預
（
貯
）
金
通
帳

●
通
帳
の
届
け
出
印

●
預
金
口
座
振
替
依
頼
書

※
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内

の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　
市
外
の
金
融
機
関
を
利
用
す
る
場

合
は
、
保
険
年
金
課
へ
依
頼
書
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
す
る
場
合

は
、
窓
口
に
あ
る
専
用
の
様
式
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

《
口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機
関
》

千
葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉

銀
行
、
千
葉
信
用
金
庫
、
西
印
旛
農

業
協
同
組
合
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東

京
U
F
J
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
特
別
徴
収
の
人
】

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

国
保
税
が
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

●
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る

●
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る

●
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

収
に
な
っ
て
い
る

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯
主

の
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
、

国
保
税
と
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が

合
わ
せ
て
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1

を
超
え
な
い

◆
普
通
徴
収
に
変
更
で
き
ま
す

　
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
に
切

り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の

書
類
を
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
る
人
】

●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

【
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
人
】

●
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き

を
し
た
際
に
渡
さ
れ
る
「
口
座
振
替

依
頼
書
（
本
人
用
）  

」
の
写
し

●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

◆
所
得
税
の
控
除
に
つ
い
て

　
国
保
税
の
納
付
額
は
、
年
金
天
引

き
の
場
合
は
世
帯
主
に
、
口
座
振
替

の
場
合
は
口
座
名
義
人
に
対
し
て
、

所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
市
・
県
民
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
平
成
27
年

中
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の
世

帯
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
行
う

こ
と
で
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
国
保
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主

で
、
平
成
27
年
分
の
市
・
県
民
税
の

申
告
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
や
収

入
の
な
い
人
、
市
・
県
民
税
の
対
象

と
な
ら
な
い
遺
族
年
金
・
障
害
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
国
保
以
外
の
保
険
に
加
入
し
た
時

は
必
ず
届
け
出
を

　
国
保
の
加
入
者
が
他
の
保
険
に
入

っ
た
場
合
、
国
保
の
資
格
喪
失
届
け

出
を
し
な
い
と
国
保
税
が
掛
か
り
続

け
、
そ
の
ま
ま
滞
納
の
状
態
が
続
く

と
督
促
状
が
発
送
さ
れ
滞
納
処
分
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
保
と
職
場
の
保
険
証
の
両
方
を

持
参
し
、
保
険
年
金
課
で
国
保
の
資

格
喪
失
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
資
格
の
変
更
は
自
動
的
に
行

わ
れ
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
税
班

　
内
線

3
1
7
1
〜
3

野菜づくり講習会
　家庭菜園などで
役立つ、野菜づく
りの基本を学ぶ講
習会を開催します。
日 時　6月11日 ㈯
午前10時～正午
場所　白井駅前センター
対象　市内在住・在勤者　20人(申
し込み順）
内容　夏野菜の栽培管理、手入れ、
収穫
講師　指導農業士　芦田恵子さん
持ち物　筆記用具
■申・■問　5月31日㈫までに電話か直
接農政課農政班　内線3254へ

市
政
懇
談
会
（
ミ
ニ
懇

談
会
） 

　
ま
ち
づ
く
り
の
身
近
な
問
題
な
ど

に
つ
い
て
少
人
数
で
市
長
と
懇
談
し
、

意
見
交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
自
治
会
、
任
意
団
体
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
3
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

テ
ー
マ
　
市
の
施
策
や
事
業
な
ど
に

関
す
る
も
の

時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
ま

で
の
1
時
間
30
分
程
度
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
開
催
可
）

※
会
場
の
手
配
や
当
日
の
進
行
、
参

加
者
へ
の
開
催
通
知
な
ど
は
、
申
込

者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申

込
者
氏
名
、
グ
ル
ー
プ
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
テ
ー
マ
、
希
望
日
時
、

予
定
会
場
、
参
加
予
定
人
数
を
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
班

　
内
線
3
3
7

1
・

h
isy
o
@
city
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ
　市では、平成29年4月1日付けで採用する職員の採用試験を平成28年度
印旛郡市職員採用共同試験により実施します。

試験日程　〔1次〕7月24日㈰　午前10時～（受け付け　午前8時30分～）
〔2次〕8月下旬（対象は1次試験合格者となります）
試験場所　〔1次〕千葉敬愛高等学校（四街道市）〔2次〕白井市役所
採用予定職種・人数　一般行政職上級　若干名、土木職上級　1人程度
※一般行政職の募集には、障がい者を含みます。
対象　昭和61年4月2日～平成7年4月1日に生まれた人（学歴不問）
※平成7年4月2日以降に生まれた人で学校教育法に基づく大学（短期大
学を除く）を卒業した人（卒業見込みを含む）も対象です。
　試験案内・申込書は5月18日㈬以降、市総務課または市ホームページ
から入手することができます。
■申・■問　申込書に必要事項を記入の上、5月31日㈫から6月17日㈮までに
郵送（消印有効）か直接市総務課人事班　内線3314・5へ

市職員採用試験（上級職）

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

私たちと一緒に働きましょう

2016.5.15 4



交
通
指
導
員
を
募
集

　
市
の
交
通
指
導
員
は
、
園
児
や
児

童
、
生
徒
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
交
通
安
全
教
室
や
通
学
路
で
の
街

頭
指
導
の
ほ
か
、
市
民
の
交
通
安
全

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
駅
前
広
場

や
交
差
点
な
ど
で
街
頭
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
く
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期

　
平
成
28
年
8
月
1
日
〜
平
成

29
年
3
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

対
象
　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で
、

交
通
安
全
に
識
見
お
よ
び
熱
意
を
有

し
、
か
つ
指
導
力
の
あ
る
人

　
9
人

※
面
接
を
行
い
、
結
果
は
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

報
酬
　
年
2
6
、0
0
0
円

※
今
年
度
は
8
月
か
ら
の
月
割
分
と

な
り
ま
す
。

申
・
問

　
6
月
10
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
直
接
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　

内
線
3
3
2
2
へ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
受
講
者
募
集

日
時
　
6
月
29
日
㈬
・
30
日
㈭
　
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば

（
印
西
市
）

対
象

　
印
西
市
・
白
井
市
に
在
勤
・

在
住
で
、
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任

さ
れ
る
予
定
の
人
　
80
人

参
加
費
　
3
、
6
5
0
円
（
教
本
代
）

申
・
問

　
申
請
書
、
受
講
票
（
消
防

本
部
、
管
内
消
防
署
、
印
西
地
区
消

防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
2

枚
（
縦
4
㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）
を
貼

り
、
参
加
費
を
添
え
て
6
月
1
日
㈬

か
ら
3
日
㈮
ま
で
に
直
接
印
西
地
区

消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
☎

0
4
7
6
（
4
6
）
9
9
7
1
へ

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診

　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
前
年
度
に
75
歳
と
な
っ
た

被
保
険
者
の
人
を
対
象
に
歯
科
健
診

を
実
施
し
ま
す
。

対
象

　
昭
和
15
年
4
月
2
日
〜
16
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者

期
間
　
6
月
1
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈪

（
1
人
1
回
限
り
）

費
用

　
無
料
（
歯
科
健
診
後
の
治
療

に
要
す
る
費
用
は
有
料
）

健
診
項
目

　
口
腔
診
査　

歯
と
歯
肉

の
状
況
（
む
し
歯
、
歯
肉
の
炎
症
、

か
み
合
わ
せ
な
ど
）、
口
腔
機
能
の

状
況
（
舌
の
動
き
、
物
を
飲
み
込
む

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
不
妊
相
談

　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
な
ど
に
不
妊
に

関
す
る
一
般
的
な
相
談
や
不
妊
治
療

に
関
す
る
情
報
提
供
、
医
療
面
・
精

神
面
で
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
不
育
症
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時
　
6
月
9
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
（
1
人
30
分
）

場
所

　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象

　
不
妊
に
関
す
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
夫
婦
な
ど

　
3
組

申
・
問

　
6
月
6
日
㈪
ま
で
に
電

話
で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
課
　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
4
へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
健

康
増
進
ル
ー
ム

◆
健
康
増
進
ル
ー
ム
の
臨
時
休
館

　

　
施
設
の
電
気
設
備
点
検
実
施
の
た

め
6
月
11
日
㈯
を
休
館
し
ま
す
。

◆
利
用
案
内

　
介
護
予
防
や
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
運
動
を
行
う
施
設
で
す
。

利
用
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

45
分
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
45
分
）

休
館
日

　
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
、 

器
具
保
守
点
検
日
な
ど

利
用
で
き
る
人
　
市
内
在
住
･
在
勤

で
16
歳
以
上
の
人

※
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い

る
人
や
妊
婦
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料
　
1
人
1
回
　
3
1
0
円
　

※
65
歳
以
上
の
人
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
は
使

用
料
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

◎
講
習
会
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
初
め
て
利
用
す
る
人
や
長
期
間
利

用
が
な
か
っ
た
人
は
、
事
前
に
講
習

会
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

日
程

　
月
・
火
・
土
・
日
曜
日
の
午

後
2
時
〜
3
時
（
要
予
約
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
増
進
ル
ー
ム

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
6
へ

　児童手当の継続受給には現況届の提出が必要です。現況
届は、6月上旬に市から対象者へ郵送しますので、必要事項
を記入の上、必要書類を添えて6月30日㈭までに郵送か直接
子育て支援課へ提出してください。
　現況届は、平成27年中の所得および平成28年6月1日の現
況を市が把握することで、引き続き受給要件に該当するか
を確認するための書類です。現況届を提出しなかった場合
は、6月分以降の児童手当の支給ができなくなりますので注
意してください。
※児童手当は年3回（6・10・2月）支給します。
【児童手当制度とは】　中学校修了前の子どもを養育してい
る保護者などに対して手当を支給する制度です。児童手当
の支給にかかる、所得制限限度額と1人当たりの児童手当（月
額）は右表のとおりです。
【臨時窓口を開設】　6月26日㈰の午前9時から午後5時まで子
育て支援課で現況届の提出ができます。
※6月26日㈰以外の土・日曜日は、窓口での提出はできません。
問　子育て支援課子育て支援班☎（497）3487

児童手当の現況届～提出は6月30日㈭まで～ 所得制限限度額
扶養親族などの数 所得制限限度額

0人 622万円
1人 660万円
2人 698万円
3人 736万円
4人 774万円
5人 812万円

※6人以上は5人を超えた1人につき38万円（扶
養親族などが老人控除対象配偶者または老人
扶養親族の場合は44万円）を加算した額です。

1人当たりの児童手当（月額）
年齢など 月額

3歳未満 15,000円

3歳～小学6年生
第1・2子 10,000円
第3子以降 15,000円

中学生 10,000円
所得制限額以上（年齢に関係なく一律） 5,000円
※「第3子以降」は、高校卒業まで（18歳の誕
生日後の最初の3月31日まで）の養育している
児童のうち3番目以降の子を言います。

スター・キッズ・クラブ年間会員募集
　プラネタリウム館では、宇宙の謎についてテーマを設け、楽しく
実験や観察を通して学んでいく年間登録制のクラブを開催します。
　今年度のテーマは「行ったり来たり惑う星」です。
　6月、11月、2月は保護者と小学生以上の家族も参加できます。
日時　6月25日、7月16日、9月10日、10月1日、11月19日、1月14日、
2月4日（各土曜日・全7回）　午後4時30分～ 5時45分
※11月は午後4時30分～ 6時、2月は午後5時30分～ 6時45分となります。
場所　プラネタリウム館ドーム、文化センター 2階研修室ほか
対象　全日程参加できる小学4～ 6年生　25人（応募者多数の場合は
抽選）
参加費　年間1,000円（材料費ほか）
■申・■問　往復はがきに参加者の氏名（ふりがな）、学校名、学年、郵
便番号、住所、電話番号、保護者氏名を記入の上、6月15日㈬までに
郵送で〒270―1422　白井市復1148―8　プラネタリウム館　☎（492）
1125へ
※直接申し込む場合は、未記入のはがきを持参してください。

　滋賀県「ラフォーレ琵琶湖」のプラネタリウム
解説者・通称『星のお兄さん』が全国47都道府県
星兄ツアーの一貫として、白井にやってきます。
　独特の視点で語るユーモアたっぷりの「爆笑星
座解説」を楽しみませんか。
日時　6月12日㈰　午後1時30分～ 2時30分
場所　プラネタリウム館ドーム
定員　小学生～一般　86人（申し込み順）
料金　500円
■申・■問　本日から電話か直接プラネタリウム館　
☎（492）1125へ

爆笑！星のお兄さん ププララネネタタリリリウウムムショーー inn白白井井

星のお兄さん

子育て支援施設からのお知らせ

　スマイル（清水口）・ふれ
んど（南山）・ドリーム☆ポ
ケット（はなぶさ）・こざく
らキッズ（こざくら）・いづ
み（白井ふじ保育園）の子育
て支援施設が合同で、紙芝居
や工作、リズム遊び、運動遊
びを行います。
　親子で参加してみませんか。
日時　6月9日㈭　午前10時30分～ 11時30
分（受け付け　午前10時～）
※雨天の場合は中止します。
場所　白井総合公園
対象　未就学児とその保護者（自由参加）
■問　スマイル（清水口保育園内）　☎（491）
8201、ふれんど（南山保育園内）　☎（491）
1131

～ 5園合同企画事業みんなで遊ぼう～

　
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
こ
と
（
勉
強
・
ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術
・
文
化
活
動
な
ど
）
を
、

地
域
の
先
生
（
地
域
の
大
人
や
高
齢

者
・
団
体
）
か
ら
学
び
、
体
験
す
る

機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が

将
来
の
夢
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
人
の
力

が
必
要
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
を

し
て
子
ど
も
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
機
会
の
提
供
を
し
ま
せ
ん
か
。

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

　
サ
ッ
カ
ー
や
ダ
ン
ス
、
油
絵
、
手

芸
を
教
え
た
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
応
援
す
る
意
欲
の
あ
る
団
体
、

個
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
者
・
市
内
を
活
動

拠
点
と
し
て
い
る
市
民
団
体
・
個
人

※
プ
ロ
ま
た
は
プ
ロ
と
思
わ
れ
る
人

は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。
審
査
後
、
申

請
者
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

活
動
場
所
　
公
共
の
施
設
（
公
民
館
・

自
治
会
館
）
な
ど

※
個
人
宅
は
認
め
ま
せ
ん
。
会
場
の

手
配
は
サ
ポ
ー
タ
ー
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

「
ド
リ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

事
業
を
始
め
ま
す

①市から小学３年生1人に対し「ドリー
ムチャレンジャーコイン」６枚を郵送
②子どもは参加したいサポーターを選
び活動に参加し、ドリームチャレン
ジャーコインをサポーターに渡す
③事業終了後、サポーターは児童から
受け取ったドリームチャレンジャーコ
インとともに活動報告書を提出するこ
とでコイン1枚につき500円の活動資金と
交換できる

チャレンジャー（小学3年生）

サポーター

事
業
を
提
供

・認定証
・活動資金交付

コ
イ
ン
を
交
付

ドリームチャレンジャー取組内容

・登録申請
・報告書の提出

コ
イ
ン
を
渡
す

市

ドリームチャレンジャー事業とは
　小学3年生を対象に子どもたちがチャレンジ
してみたいことを「サポーター（地域の人や
団体）」の皆さんから提供していただき、子ど
もたちにチャレンジしてもらう事業です。
　協力いただいたサポーターには、子どもの
参加数に応じて市から活動資金を交付します。
※事業の開始は7月の予定です。

受
付
期
間
　
16
日
㈪
〜
6
月
15
日
㈬

※
期
間
以
降
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
登
録
申
請
書
（
子
育
て
支
援
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
直
接
子
育

て
支
援
課
へ

添
付
書
類

　
活
動
者
名
簿
（
団
体
の

代
表
者
が
申
請
す
る
場
合
）、
過
去

2
年
分
の
事
業
・
指
導
実
績
な
ど

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7

力
な
ど
）
口
腔
衛
生
指
導　

む
し
歯
、

歯
周
疾
患
の
予
防
法
な
ど

※
実
施
歯
科
医
療
機
関
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
保
健
予
防

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ
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教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

「
学
校
給
食
共
同
調
理
場

建
替
等
事
業
者
選
定
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た

　
現
在
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場

（
以
下
、
共
同
調
理
場
）
は
施
設
の

老
朽
化
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
共
同
調
理
場
を
整
備
し
、

平
成
31
年
4
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
共
同
調
理
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公

共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
P
F
I
法
）」
に
基
づ
き
、

民
間
事
業
者
を
公
募
に
よ
り
募
集
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
、
か
つ

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
P
F
I
事
業

や
建
築
、
学
校
給
食
に
関
す
る
学
識

経
験
を
有
す
る
者
、
公
共
的
団
体
な

ど
の
代
表
者
、
教
育
機
関
の
職
員
、

市
民
、
市
職
員
に
よ
る
「
学
校
給
食

共
同
調
理
場
建
替
等
事
業
者
選
定
委

員
会
」
を
設
置
し
、
3
月
26
日
に
委

員
の
委
嘱
お
よ
び
会
議
を
行
い
ま
し

た
。

　
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
替
等
事

業
者
選
定
委
員
（
敬
称
略
）】

安
登
利
幸（
委
員
長
）、中
山
茂
樹（
副

委
員
長
）、
堀
端
薫
、
阪
野
雄
、
高

橋
紀
子
、
倉
敷
ま
り
え
、
米
山
一
幸

※
「
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
替
等

事
業
者
」
は
、
今
年
度
中
に
決
定
す

る
予
定
で
す
。
事
業
者
が
決
定
次
第
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
　
教
育
総
務
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
準
備
室
　
内
線
3
4
1
6
・
7

青少年相談員を委嘱しました
　県と市は、青少年の良き理解者や指導者として、各小学校区に3～ 5人の青少
年相談員を委嘱しました。青少年相談員は、「地域の子どもは地域で守り、育てる」
という考えのもと、未来を生き抜く青少年を育てるために、それぞれの地域に根
差した活動を行っています。青少年相談員の活動は、市広報や学校を通じての
チラシ配付などで案内をしています。
　各小学校区の青少年相談員は次の皆さんです（順不同・敬称略）。
【白井第一小学校区】　桑原真由子、秋本孝一、山﨑悠平
【白井第二小学校区】　小松憲明、山本宗孝、川上達也
【白井第三小学校区】　對馬光二、鵜ノ澤喜美子、佐山零、恩田麻美、中村嘉裕
【大山口小学校区】　加藤秀明、若井香織、照井奈緒子、花田美恵子
【七次台小学校区】　小田川長、谷留美、齋藤悠
【清水口小学校区】　佐々木晶子、坂本美奈、武藤香苗
【南山小学校区】　廣澤修司、松田浩明、長友謙昌、河合里実
【池の上小学校区】　眞水徹、山﨑貴文、染谷奈津美
【桜台小学校区】　清水尚美、山口徹、迎和樹
■問　生涯学習課社会教育班　内線3431

市
文
化
団
体
協
議
会
主

催
事
業
「
親
子
で
ゴ
ス

ペ
ル
！
」
参
加
者
募
集

　「
市
民
を
ス
テ
ー
ジ
に
！
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
み
ん
な
で
一
緒

に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、

平
成
29
年
2
月
11
日
㈷
に
文
化
会
館

な
し
坊
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
「
親
子

で
ゴ
ス
ペ
ル
！
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
初
心
者
を
歓
迎

し
ま
す
。
練
習
（
6
月
〜
平
成
29
年

2
月
の
月
2
回
程
度
）
か
ら
本
番
ス

テ
ー
ジ
ま
で
、
子
ど
も
と
一
緒
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
6
月
13
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
市

文
化
団
体
協
議
会

　
平
田
☎
0
8
0

（
4
7
2
7
）
8
7
1
8
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

西 

と
も
し
び
の
夕
べ

i
n
梨
の
泉

　
白
井
駅
南
口
の
「
梨
の
泉
」
に
ろ

う
そ
く
を
と
も
し
て
、
東
日
本
大
震

災
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
追
悼

を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
そ
の
場
で
、
ろ
う
そ
く
を
と
も
す

紙
袋
に
絵
を
描
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
20
日
㈮

　
午
後
6
時
〜
8
時

（
雨
天
決
行
）

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
〜
エ
ク
セ

ル
の
基
本
講
座
〜

　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
学
び
た
い
人

向
け
の
講
座
で
す
。

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
分
か
り
や

す
く
教
え
ま
す
。

日
時
　
①
5
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
　

②
6
月
9
日
㈭
・
10
日
㈮

　
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

※
①
・
②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
各
8
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
5
月
22
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員

　
6
月
7
日
㈫

①
午
前
10
時
〜
正
午
・
布
で
作
る
猫

の
ブ
ロ
ー
チ
・
10
人

　
②
正
午
〜
午

後
2
時
・
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
ラ
ン
チ

（
鶏
ハ
ム
の
パ
ス
タ
サ
ラ
ダ
、
卵
ス

ー
プ
ほ
か
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
①
1
5
0
円
　
②
5
0
0

円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

　
有
機
野
菜
と
ス
コ
ー
ン
販
売
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
内
容
・
定
員
　
6
月
11
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
2
時  

①
キ
ッ
ズ

ネ
イ
ル
＆
お
試
し
ネ
イ
ル
・
8
人
　

②
リ
フ
レ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
5
人
　
③

ク
ラ
フ
ト
か
ご
作
り
・
8
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
①
2
0
0
円

　
②
・
③
5

0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

西  

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

　
ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え
を
作
り
、
料

理
の
活
用
方
法
も
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
11
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
一
般

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
師

　
田
中

館
清
子
さ
ん

持
ち
物
　
直
径
25
㌢
㍍
程
度
の
鉢

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
6
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

初
級
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
相
手
に
寄
り
添
い
話
を
聴
き
、
相

手
の
気
持
ち
を
深
く
理
解
す
る
「
傾

聴
」
に
つ
い
て
基
本
的
な
知
識
と
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢

者
施
設
で
の
体
験
実
習
も
行
い
ま
す
。

昨年のともしびの夕べの様子

　
講
座
終
了
後
は
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ろ
ば
の
み
み
」
の
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
6
月
10
日
・
17
日
・
24
日
、

7
月
1
日
・
8
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
Ｎ
P
O
法
人
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
＆
リ
ス
ニ
ン
グ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
皆
さ
ん

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
6
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

い
き
い
き
健
康
講
座

　
高
齢
者
の
転
倒
防
止
の
歩
き
方
を

実
際
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
く

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
12
日
㈰

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
し
ろ
い
冨
士
整
骨
院

　
及
川

栄
治
院
長

持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
　
6
月
5
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

「なし坊の文化財解説シート」
新作ができました

　市内の文化財を分かりや
すく解説するシートを作り
ました。今回は、市指定文
化財「来迎寺の木造阿弥陀
如来立像」「木所沢中村家
文書」の2種類です。
　なし坊の文化財解説シートは、郷土資料館で配布
しています。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

なし坊の文化財解説シート

高

齢

者

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
、
ふ
れ
あ
い
食
事
運

営
委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花

を
無
料
で
届
け
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
程
　
6
月
3
日
㈮

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象

　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
23
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

シ  

草
刈
り
機
取
り
扱
い

講
習
会

　
肩
掛
け
除
草
機
の
基
本
的
な
取
り

扱
い
と
、
安
全
な
操
作
方
法
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
3
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
5
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
　
5
月
26
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

ス
ト
ー
ル
講
習

　
夏
物
の
糸
を
使
っ
て
ス
ト
ー
ル
を

編
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）　

午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
2
〜
4
号
の
か
ぎ
針
、
夏

糸
3
玉

申
　
5
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ストール

問
　
市
文
化
団
体
協
議
会

　
平
田
☎

0
8
0
（
4
7
2
7
）
8
7
1
8
、

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）
1
1

2
3二

ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
6
月
13
日
㈪
・
27
日

㈪
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

◆
陶
芸
体
験
教
室

　
初
心
者
、
経
験
者
、
年
齢
問
わ
ず

歓
迎
し
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
会
員
が
多

く
、
勉
強
し
や
す
い
教
室
で
す
。

日
時

　
①
5
月
28
日
、
6
月
4
日
・

11
日

　
②
6
月
4
日
・
11
日
・
18
日

（
各
土
曜
日
・
全
3
回
）　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
　
定
員
　
4
人
（
申

し
込
み
順
）　
場
所

　
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
清
戸
）　
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、

弁
当
　
参
加
費
　
1
、0
0
0
円（
材

料
費
）

※
陶
芸
道
具
は
用
意
し
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
縄
文
会
　
猪
狩
☎

（
4
9
2
）
8
2
3
2
へ

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
初
夏
の
緑
が
美
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
朗
読
ラ
イ
ブ
で
さ
わ
や
か

な
午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
6
月
3
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

　
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室

　
入
場
料

　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　
佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
シ
ニ
ア
の
た
め
の
健
康
講
座

日
時
　
6
月
5
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

内
容

　
①
講
演
「
介
護
保
険
改
正
」

（
何
が
変
わ
る
の
か
？
高
齢
者
と
し

て
知
っ
て
お
く
事
！
）・
講
師

　
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

②
み
ん
な
で
歌
お
う
〜
想
い
出
の
曲
・

演
奏

　
ユ
ー
カ
リ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

③
簡
単
に
、
ど
こ
で
も
で
き
る
「
十

分
間
太
極
拳
体
操
」
参
加
費
　
無
料

問
　
白
井
シ
ニ
ア
く
ら
ぶ
Yゆ
い
U
I

堤
☎
（
4
9
7
）
0
9
5
8

◆
ち
ば
I
B
D
潰
瘍
性
大
腸
炎
＆
ク

ロ
ー
ン
病
医
療
講
演
会

　
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
佐
倉
病

院
の
鈴
木
康
夫
先
生
に
よ
る
「
炎
症

性
腸
疾
患
の
最
新
治
療
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
19
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
船
橋
市
西
部
公
民
館

定
員

　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
6
月
4
日
㈯
ま
で
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
、
病
名
と
発
症
年
、
交
流
会
へ

の
参
加
の
有
無
、
講
師
へ
の
質
問
を

往
復
は
が
き
か
メ
ー
ル
で
〒
2
7
7

―
0
0
0
5

　
柏
市
柏
9
6
7
―
8

竹
井
京
子
・ ch

iba_ibd@
y
a

h
oo.co.jp

へ

◆
動
物
愛
護
事
業

　
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富
里
市
）】

①
犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
　【
基
礎
講
座
】
6
月
12
日
㈰
、

7
月
20
日
㈬
、
8
月
17
日
㈬
　
午
後

0
時
30
分
〜
2
時

　【
実
技
講
座
】

6
月
12
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
4
時
、

7
月
21
日
㈭
、
8
月
18
日
㈭

　
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

②
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
（
飼
い
方
教
室
）

日
程

　
5
月
21
日
㈯
、
6
月
25
日
㈯
、

7
月
24
日
㈰
、
8
月
20
日
㈯
、
9
月

24
日
㈯

　
時
間

　
応
相
談

③
譲
渡
会
（
犬
・
猫
）

日
時
　
5
月
21
日
㈯
、
6
月
23
日
㈭
、

7
月
7
日
㈭
・
24
日
㈰
、
8
月
25
日

㈭
、
9
月
8
日
㈭
・
24
日
㈯

　
午
後

1
時
30
分
〜
3
時

④
飼
い
主
さ
が
し
の
会
（
犬
・
猫
）

日
程
　
6
月
12
日
㈰
、
7
月
9
日
㈯
、

8
月
6
日
㈯
、
9
月
3
日
㈯
　
受
付

時
間

　
探
し
て
い
る
人

　
午
前
9
時

〜
9
時
30
分
、
譲
渡
し
た
い
人

　
午

前
9
時
30
分
〜
10
時

【
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支

所
（
柏
市
）】

①
犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
　【
基
礎
講
座
】
5
月
23
日
㈪
、

7
月
25
日
㈪
、
9
月
26
日
㈪
　
午
後

1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　【
実
技
講

座
】　
5
月
25
日
㈬
、
6
月
18
日
㈯
、

◆
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
響
」
会
員
募
集

　
J
ポ
ッ
プ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
コ
ー
ラ
ス
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
土
曜
日

　
午
前
10
時
〜
正
午

ま
た
は
金
曜
日

　
午
後
7
時
〜
9
時

（
月
3
回
）　
場
所

　
西
白
井
複
合

セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
講
師

　
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
　
新
保
真
理
子
さ
ん
　
月
会
費

5
、
0
0
0
円

問
　
楯
☎
（
4
9
2
）
3
3
8
4

◆
新
体
操
「
C
L
U
B 

A
F
L
O 

R
G 

白
井
」
会
員
募
集

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ク
ラ
ブ
で
新
体

操
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
年
に
1
度

の
発
表
会
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ハ
ー
フ
タ

イ
ム
シ
ョ
ー
な
ど
に
も
出
演
し
ま
す
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
5
時
〜

6
時
　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象

　
小
・
中
学
生
の
女
児

　
講
師

新
体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
稲
瀬

明
子
さ
ん

　
月
会
費
　
5
、
0
0
0
円

問
　
小
林
☎
0
9
0
（
6
9
9
2
）

4
1
2
2

◆
「
春
季
市
民
卓
球
大
会
・
講
習
会
」

参
加
者
募
集

　
今
年
の
市
の
卓
球
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
決
め
る
大
会
で
す
。
上
位
入
賞
者

は
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会
の
選
手
に

推
薦
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
6
月
12
日
㈰
　
午
前
8
時
30

分
〜

　
場
所

　
大
山
口
中
学
校

　
対

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
目

　
一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
壮

年
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
（
50
歳
以
上
）、

初
心
者
の
部
　
参
加
費
　
5
0
0
円

（
中
学
生
以
下
2
0
0
円
）

申
・
問

　
5
月
27
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
種
目
を
は
が
き
か
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
白
井
市

冨
士
1
5
4
―
2
8

　
小
泉
☎
・

（
4
4
6
）
6
1
2
6
・ sh

iroi

_tableten
n
is@
y
ah
oo.co.

jp

へ
◆
「
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
参

加
者
募
集

日
時
　
6
月
19
日
㈰
（
予
備
日
　
26

日
㈰
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
　
場
所

　
白
井
運
動
公
園

　
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
者
お
よ
び
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
　
種
目
　
一
般

ダ
ブ
ル
ス
1
〜
3
部
（
男
女
別
、
高

校
生
含
む
）　
参
加
費

　
1
人
1
、

0
0
0
円
（
高
校
生
1
人
8
0
0
円
）

申
・
問

　
6
月
6
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　
猪
野
☎

（
4
9
1
）
1
4
4
4
へ

◆
千
葉
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験

試
験
日
時
　
10
月
2
日
㈰
　
午
前
10

時
〜

　
受
験
資
格

　
医
療
・
保
健
・

福
祉
分
野
の
有
資
格
者
な
ど
で
一
定

期
間
以
上
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

申
・
問

　
申
込
書
（
市
高
齢
者
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
5
月
25
日
㈬
か
ら
6
月
30

日
㈭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
簡
易
書

留
に
よ
る
郵
送
で
千
葉
県
社
会
福
祉

協
議
会
介
護
支
援
専
門
員
養
成
班
☎

0
4
3
（
2
0
4
）
1
6
1
0
へ

7
月
27
日
㈬
、
8
月
24
日
㈬
、
9
月

28
日
㈬
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
　

②
譲
渡
会
（
犬
・
猫
）

日
時

　
5
月
20
日
㈮
、
6
月
18
日
㈯
、

7
月
15
日
㈮
、
8
月
19
日
㈮
、
9
月

16
日
㈮

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

③
飼
い
主
さ
が
し
の
会
（
犬
・
猫
）

日
程
　
6
月
8
日
㈬
、
7
月
23
日
㈯
、

8
月
27
日
㈯
、
9
月
14
日
㈬

　
受
付

時
間

　
探
し
て
い
る
人

　
午
後
1
時

〜
1
時
30
分
、
譲
渡
し
た
い
人

　
午

後
1
時
30
分
〜
2
時

※
犬
の
し
つ
け
方
教
室「
実
技
講
座
」

の
み
参
加
費
3
、0
0
0
円
（
資
料

代
）
が
掛
か
り
ま
す
。

問
　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4

7
6
（
9
3
）
5
7
1
1
、
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
☎
0
4

（
7
1
9
1
）
0
0
5
0

子

ど

も

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

子

育

て

公  
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

生
き
生
き
し
た
子
ど
も
の

表
情
を
記
録
に
残
そ
う

　
ボ
ー
ル
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
な
ど
で
遊

び
な
が
ら
子
ど
も
の
自
然
な
表
現
写

真
の
撮
り
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
親
子
の
楽
し
い
時
間
を
記
録
に
残

し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
27
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
　

8
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

　

m
a
r
i
k
o
さ
ん

持
ち
物

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
筆
記

用
具

参
加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
公
民

セ
ン
タ
ー
へ

公  

ら
っ
こ
さ
ん

　
親
子
で
一
緒
に
「
て
ん
と
う
虫
」

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
30
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
平
成
27
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
28
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　
絵
本
の
紹
介
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

行
い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
6
月
1
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

対
象

　
生
後
7
カ
月
か
ら
1
歳
未
満

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参

加
）白  

絵
の
具
で
紙
染
め
遊
び

　
親
子
で
一
緒
に
絵
の
具
遊
び
を
し

ま
し
ょ
う
。
不
思
議
な
模
様
を
作
り 不思議な模様のうちわを作りませんか

日
時
　
5
月
28
日
、
6
月
25
日
、
7

月
23
日
、
8
月
27
日
（
各
土
曜
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
自
由

参
加
）

冨  

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
な
る

ハ
ー
ト
の
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
と

似
顔
絵
ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ
う
。

日
時

　
6
月
12
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
5
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
と
そ

の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ワ
ー
ク
ス
カ
フ
ェ

　
蓮
井
由

加
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

参
加
費
　
1
組
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
31
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

西  

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
の
畑
で
、

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
農
業
を
体

験
し
、
収
穫
を
目
指
そ
う
。

日
時

　
6
月
12
日
、
7
月
10
日
、
9

月
11
日
、
11
月
13
日
、
12
月
11
日

（
各
日
曜
日
・
全
5
回
）　
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

対
象

　
小
学
生

　
10
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物

　
帽
子
、
軍
手
、
飲
み
物

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
29
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

出
せ
る
「
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
」
を
体
験

し
、
染
め
た
紙
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
う

ち
わ
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
6
月
2
日
㈭

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
1
歳
6
カ
月
以
上
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
新
聞
紙

参
加
費

　
1
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

公  

い
る
か
さ
ん

　
親
子
で
一
緒
に
「
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン

か
え
る
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
6
月
6
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

申
　
6
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

クッキーを作ろう♪

すてきな子どもの写真を
撮りませんか

2016.5.157
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み ん な の ひ ろ ば

　4月17日に文化会館なし坊ホールで、
芸能振興会40周年記念春の発表会が開
催され、その中で珍しいプログラムが
ありました。詩吟の山﨑隆さんと書道
の中村靜

しずえ

江さんによる書道吟「川中島」
です。
　書道吟は、詩吟の声に合わせて書道
の作品を完成させるもので、詩吟の
始まりとともに筆が紙の上を走り、終
わりもぴったり一致して、客席からは
大きな拍手が送られていました。出来
上がった作品はホール入口に展示され、
多くの人が見入っていました。
　中村さんは「詩吟もやっていますが、
芸能振興会の40周年記念を祝い、書道
吟を発表しました。芸能振興会の会員
が年々少なくなってしまい、大変残念
に思っています。もっと若い人にも伝
統文化に関心を持ってもらい、私たちと一緒に楽しみながら守っていきません
か」と話してくれました。

　市では4月25日付で、市内在住で
ふるさと歌手の石田俊雄さん、大杉
一男さん、髙城靖雄さんと、市出身
でお笑い芸人のイワイガワさん（岩
井ジョニ男さん・井川修司さん）、
ものまねタレントのホリさんの5組
6人に再び、「しろいふるさと大使」
をお願いしました。
　任期は、平成28年4月25日から平
成30年4月24日までの2年間です。
　大使の皆さんの前任期中は、テレビ・ラジオ番組で市の特産である梨や自

じねんじょ

然薯
の紹介や市の行事に審査員で参加されるなど大使の各専門分野で市をPRし市の
知名度アップに大いに貢献されました。
　大使の皆さんからは「これからもテレビ、ラジオ、ライブなどを通して市の
PRをしていきたい」と力強いメッセージをいただきました。

40周年を迎える芸能振興会
春の発表会で詩吟と書道が一体に

天
　
三
月
十
日
み
そ
汁
の
具
を
残
さ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
黒
河
内
和
子

地
　
リ
ハ
ビ
リ
の
連
れ
だ
ち
歩
む
花
見
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

人
　
指
先
の
美は

し
き
菩
薩
や
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

【
選
評
】　
天

　
三
月
十
日
は
東
京
大
空
襲
の
日
で
す
。
戦
後
70
年

と
い
え
、
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
日
な
の
で
す
。
慎
ん
で
食
の
有
る
こ

と
に
感
謝
す
る
心
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
地

　
リ
ハ
ビ
リ
を
兼

ね
て
の
花
見
で
す
。
仲
間
が
居
れ
ば
な
お
楽
し
い
。
前
向
き
の

行
動
が
良
い
。
人
　
こ
の
仏
は
弥み

ろ
く
ぼ
さ
つ

勒
菩
薩
で
す
。
釈
迦
入
滅
後
、

56
億
7
千
万
年
に
世
に
現
れ
て
人
を
救
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
美

し
い
指
を
左
頬
に
当
て
て
瞑
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
勢
を
花

吹
雪
と
取
り
合
わ
せ
て
詠
っ
て
い
る
。

落
ち
椿
落
ち
て
な
お
そ
の
姿
佳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
市
川
敦
代

木
の
芽
雨
膨
ら
む
木
々
の
息
吹
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

一
群
の
鳥
雲
に
入
る
筑
波
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
清
水
治
夫

廃
屋
の
庭
に
一
本
老
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

夕
桜
子
供
も
家
路
急
ぐ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井

　
　
増
子
桂
子

残
照
を
纏
ひ
暮
れ
ゆ
く
花
辛
夷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
　
猛

菜
の
花
や
ク
レ
パ
ス
一
本
使
い
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

花
の
下
右
手
右
足
前
に
出
し

　

ド
ン
で
韋い

だ
て
ん

駄
天
二
歳
の
孫
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
石
田
精
一
郎

【
選
評
】　
幼
子
の
走
り
出
す
直
前
の
様
が
上
の
句
で
正
確
に
描
写

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
首
の
眼
目
は
「
韋
駄
天
」。「
ド
ン
」
の
直
後

の
姿
が
慣
用
語
を
生
か
し
て
す
く
い
取
ら
れ
ま
し
た
。

棟
高
き
旧
吉
田
家
の
太
き
梁

囲
炉
裏
の
け
ぶ
り
に
黒
々
ひ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

旧
友
の
待
ち
受
け
画
面
孫
ば
か
り

「
お
も
し
ろ
な
い
ネ
」
と
わ
れ
を
気
遣
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
黒
添
水
無
月

遠
き
日
の
我
が
学
舎
は
既
に
無
く

桜
の
花
が
徒

い
た
づ
らに
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

「
古
語
辞
典
」「
常
用
辞
典
」
引
く
と
き
の

楽
し
さ
短
歌
を
わ
が
知
り
て
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

民
たみいくこ

生子さん＝民生委員は、こんな人
♦市内に住まう皆さんの「幸せな
暮らし」を願っている、ひとのい
いオジサンオバサンです。
♦自宅のある地区（もしくは近隣
の地区）を担当している「ご近所
さん」です。
♦厚生労働大臣から任された役職
ボランティアです（審査をとおっ
ています）。
♦｢民生委員法｣という、国の法律
によって守秘義務を課せられてい
ます（だから、どんな相談も相談
者本人の支援に必要な機関以外の
他者に漏れることはありません）。
♦日頃から見聞・知識を広め、ス
キルを向上させる努力をしていま
す。
♦市役所をはじめ、いろいろな機
関と連携できます。

♦「児童福祉法」に基く『児童委
員』でもあり、白井の子どもたち
が心身健やかに育つようにと心か
ら願っています。
♦地区社会福祉協議会の活動に参
加するなど、地域で日常的に福祉
活動をしています。
♦市役所の社会福祉課で紹介して
もらえます。
♦基本的に、市民の皆さんから声
を掛けてもらうのが好きです。
♦活動中は顔写真入りの証明名札
（青いストラップ）を付けています。
　次回からは具体的な相談例や民
生委員活動についての話をします。
※この記事は民生委員児童委員連
絡協議会広報部会が作成していま
す。
問　社会福祉課厚生班　内線　
5303

あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
宣
言
都
市

30
周
年
記
念
連
載
②

航
空
兵
の
日
々
と
母
と

の
別
れ

　
私
は
、
昭
和
17
年
に
高
等
小
学
校

を
卒
業
し
、
15
歳
で
海
軍
飛
行
予
科

練
習
生
（
予
科
練
）
を
経
て
入
隊
し
、

香
取
航
空
隊
（
現
旭
市
）
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
軍
に
い
た
と
き
は
正
月

と
海
軍
記
念
日
以
外
、
毎
日
「
精
神

注
入
棒
」
と
い
う
カ
シ
の
棒
で
、
尻

を
た
た
か
れ
ま
し
た
。
当
時
は
み
ん

な
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
寝
て
い
た
の
で
す

が
、
尻
が
痛
い
の
で
毎
日
う
つ
伏
せ

で
寝
ま
し
た
。
私
は
死
ぬ
の
は
平
気

で
し
た
。
死
ん
だ
方
が
楽
な
く
ら
い

軍
隊
生
活
が
苛
酷
で
し
た
か
ら
。
で

匿
名
87
歳
男
性
（
冨
士
地
区
在
住
）

も
、
あ
ま
り
の
つ
ら
さ
に
自
殺
し
た

り
逃
亡
し
た
り
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
予
科
練
在
籍
中
に
大
病
で
1
カ
月

近
く
入
院
し
、
そ
の
間
に
友
人
た
ち

は
一
足
早
く
鹿
児
島
の
方
へ
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
友
人
た

ち
の
多
く
は
特
別
攻
撃
隊
で
命
を
落

と
し
、
沖
縄
に
あ
る
同
隊
の
慰
霊
碑

に
は
、
友
人
た
ち
の
名
も
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
終
戦
後
、
私
は
両
親
と
兄

弟
7
人
が
疎
開
し
て
い
た
富
山
に
喜

ん
で
帰
り
ま
し
た
。
母
に
会
い
た
く

て
、心
の
中
で
「
母
ち
ゃ
ん
、母
ち
ゃ

ん
」
と
呼
び
な
が
ら
疎
開
先
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
玄
関

に
並
ん
で
出
て
き
た
家
族
は
皆
黙
っ

て
下
を
向
い
て
お
り
、
そ
の
中
に
母

の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
母

上
は
？
」と
聞
く
と
、兄
と
姉
は
黙
っ

て
仏
壇
を
指
差
し
ま
し
た
。
今
で
も

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
母
は
私
が
退

院
し
た
1
カ
月
後
に
亡
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
家
族
は
私
に
伏
せ
て
い

た
よ
う
で
す
。「
岸
壁
の
母
」
と
逆

に
な
っ
た
の
で
す
。
私
は
、
母
が
身

代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　
従
軍
に
よ
り
精
神
的
に
は
成
長
し

ま
し
た
が
、
当
時
の
思
い
出
は
今
で

も
話
し
た
く
な
い
、
つ
ら
す
ぎ
る
経

験
で
す
。

♦
予
科
練

　
旧
海
軍
の
航
空
兵
養
成

制
度
の
一
つ
で
、
14
歳
か
ら
17
歳
の

少
年
を
対
象
に
志
願
制
で
選
抜
し
、

戦
争
末
期
は
養
成
後
特
攻
作
戦
に
投

入
さ
れ
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

♦
岸
壁
の
母

　
戦
後
、
流
行
歌
と
し

て
人
気
を
博
し
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

力強い声と流れるような筆先

書を前にした山﨑さん（左）と中村さん（右）

奥崎喜久さん、普段のトレーニングが結実　
東日本マスターズスキー大会第3位

「しろいふるさと大使」を再びお願いしました

　南山在住の奥崎喜久さんは現役のスキー選手で、
教育ジャーナリストや経済評論家としても活躍し
ています。東日本マスターズスキー大会のH（上
級）クラスに2年連続で出場し、ともに第3位でした。
今まで国内外の数々の大会に出場され上位入賞を
果たしました。奥崎さんは「今年で79歳になりま
すが、普段から重い物を持って歩くなど、トレー
ニングを日常生活に取り入れることを習慣化して
います。好奇心がなくなったら老いが始まります」
と笑顔で話してくれました。

左からホリさん、髙城さん、市長、石田さん、
大杉さん、イワイガワさん（岩井さん、井川さん）

表彰状を手にする奥崎さん


